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吊エネルギーー,れ発掘,竹古銭矧｢り卜などの什全的ニーズにこたえ,マ

イクロコンビュー,タほ術を耽り入れた多くの.汁州別御システムを偶発Lて

きた｡+例えば鉄鋼分野では,02馴御に.よる炉の姑過燃焼制御,鋼材節減を

‖的にLたγ拙いJlみ.汁のi‾117i柑生,.如しチ享化がある｡また,卜下水道分野で

は､1ミ柑J紙代ミ守の流妄.汁,汚汀丘糾｢li汁 水田.汁叫‡臼先による水門仰.こlト＼の

1洋り･がある〔〕圭た制御システム関係では,マイクロコンビュー一夕による分

倣彬DDC(血接ディジタル制御)ユニトロール∑ンリーーズかある.､発表以

水4勺二を繰越し,鉄鋼,化′､ダニ,良札 水処理など,巾き占Jムい分野にわたり多

くの′j三結を挙げたr､すなわち,'80牛代のトカとなるディジタル総†㌻.汁装シ

ステムを指r｢りLてきているといえる〔)

雌化′こアニ樅諾二手l対係では,ト安機旨三‡のはとんどすべてにマイクロコン ヒュ

タをlノ小l哉させた.｡また牛fl丈l泣J抽や､ト;年休岡地の姑11亡端グ)仰′先,糊ヲ己,如に

検ナモに也ナナする新製-l■--を川+ブ己してきている._)代表例とLて,組乞享機能だけ

ではなく,微少部分分析機能を備えたH600形7昆十踊微錨,-､ト;引本り_L-｢

/､をl叫凄毒視察できる起瀬び抑敗報,什能や操作一作の哨即納勺に1｢り_卜Lたクロマ

ト グラフノ之び分)ヒ一光性引-がある_.

1小鮒込J係では,コンヒ_1一夕処Jテリ与Ⅹ維断層仙描壬装一群,ノーにJ′一走ナモ形超.十氾

l抑百尊王苅,シンチレーションカメラなど,何像.さ今断装Tirfの心音汁f三,分解能,

拙作M三ノ女びモニタ作を 十芝とl｢り卜きせた｡また,きノブに.:■占性な巾像処押托

イ心を必安とする.剖晰装ifi■】てクりナ三好へ.と指】/りLているっ

仰イ本件作l対係の′卜化′'アニ‡′Ⅰ刺分析装iこノ仁は,他.さ呈の娘純や多様化にJぶじJJれ

る･よう,シりr-ス､製■■‖】-をそろえ,またモニタ作を允ノノミさせた｡‾如に,油滴

廃業打ニー二紫托術t二1この委.;-[に上り‖1川別儀=1約分附装;i′事一三を】iH-ヲ芭L,川瀬∫'Ji二/＼ク)

進=のノ占ヤ書芸を築いた､つ

一ノ∴柑三忘では､1ニケミ■トンステムのほか,貼りこ検如,英人ぅなど,分散Lた

コンビュ=タンステムを接続L,純でナナる分倣化柄lちこ帖糾システム▲-HOS

PINETI【を糊ヲ己した｡二れに胤埴して,財川法人Lケ王将帖糾システム糊犯

センタ=に柄lちこr勺マイクロコンビュ【タネ､ソトワ【クシステムを納人Lた

以上のように,ノト後もマイクロコンビュ【タによる機能強化,システム

化により,引二会二一ズ■に対応Lて行く ものとノ号える()
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上下水道用計測器

上卜水道用話十測器の機仰がいっそう

充づ三した〔)`左耳滋流蒜二計では,束京都水

道局に,図1に示す‾tlし界拡大=律の2,600

mmのもの3セいノトを1ヒ成約人した｡ま

た,`在梅グ)汚れによる蕃山の変動を本

質的にドjミニたLた下水に対応竹三の憧れた

ノノ形～皮肋†滋J〔′【-は磁流竜.汁を力‖えた｡

‾方,超一汗披を川いた関水上格流_遥拝｢は,

公共‾卜水道などの聞水i格の流量i汁i州を

谷易にした〔)超■ヤ波技術を濃檻亡汁測に

発脹させ,沈殿池♂)汚ブJ正好‾【自f及びi農度

.汁をIii+発Lた｡そLて,み機帥ともマ
イクロコンビューータを内戚し､横韓枯

比グ)lrり+二や終帥雉一汗消去などの満ノlてl三能

化をノ丈二呪した｡水質一汁では,新たに‾卜

水川のMLSS(ばっ1も槽のi比介i子遊物

質).汁とDO(溶ff二轍素左と)話十をノJ口え,

れ三水卜水水質計のノヾ帖な恍`､1:竹三向_1二と

シリース'化を1亡イした｡

H-600形分析電子顕微鏡

近年のう=は‾r一抑微指は,ふし料の徴′ト名月

】或を高分解能で観架できる機能に力‖え,

観宅号令ri城のノ亡素分析を行なう機能が要

求されている‥ 二の要求を満たすため

H-600形分析了に十三碩微税を聞ヲ邑した｡

図2にその外観を′Jミす｡H-600形分析

電十顕微∃境ではⅩ線分析装置に加え,

軽ノ亡素分析を可能とする電十線エネル

ギ…分析装置を付属し,すべての7ヒ素

範囲の分析を可能にした｡史に,日立
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図2 H-600形分析電子顕微鏡 区14 M-80形二重収束ガスクロマトグラフ質量分析計
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図3 320/330形紫外可視近赤外自記分光光度計(左)及び650形分光けい光光度計(右)

告望作所の研究J叶でi凋発されたLaB6の坤

結｢与-7-を用いた■‡三石輝度,一土妄右打古の所作きtE

J∴根源を製.i占化し､二れを装々i可能と

LたL⊃ また､`壷イー顕微税としては‾一日二舛

拉やJにマイクロコンピュータをl勺成す

ることで,従来繁雑であったノi‾に十抑徽

托のj港作′性を人帖にl｢り卜させることに

J戊+カLた｡

恵･性甫巨分光光度計

グレーティ ングを2仙†小†JLたダブ

ルモノクロメータ才采川の320/330形分

光)L比.汁,放び人lI往機イ城切り無川文左

門何州抑桁十を採川した650形分光け

い)L)ヒ性占｢を:払丁デ1化Lたし,320/330形分

光光性㍍十は,世界二拉高の0.0001% と

いう仇迷光,ノ女び0.07nmのi‡■さi分了畔能を

もち､かつ瑞一に岳′件能を維す与するため

マイクロコンビュー一夕がl'l垂わ校j上や粘り

御を行な/ノているr1

650形シり､-ズは,650--10,40,60形

〝)3機抑か⊥1成るが,いずれも価桁的

にrい幕放伐純に半白するにもかかわらず,

■l】絹及機帥と卜iJ等以卜の感性をもってい

る｡また,650-40,60の2機柿は,‾世

界に刊二駆けたマイクロコンビュー1タ内

臓の分)Lけい)L北比J｢であり,ピーーク

イ､7ニーピ=]勤倹知など数多くの新しい機能

が付加されてし､る(図3)｡

M-80形二重収束ガスタロマト

グラフ質量分析計

ガスクロマトグラフと直結した高性

能質量分析諒｢M-80形二重収束ガスクロ

マトグラフ質量分析計をンこ成した(図

4)｡特殊トロイグル電場と科人出射磁

場を組み†ナわせた日立製作所独臼の_､工

体二重収束のイオン光学系と,マイク

ロコンピュータの採用による高感J空

(10‾1盲),高分解能(20,000)及び広い常
用測定質量範凶(1,500)を実現した｡

雉揮発性あるし-は不安定な化合物の分

析に有効な電界脱離イオン化法,化学

イオン化法が従来の電子衝撃イオン化

法と共川でき,更に7七素組成がオンラ

インで得られる精媒質量測定などの多

様な機能と,マイクロコンピュータ集

中制御,及び自動排気システムを中心

として操作竹三,保与:ノ性を向上させた｡

薬,否料,高分子などの有機化合物の

微量分析に威ノJを発揮している｡

プロセスガスタロマトグラフ･

データ処王里装置

本装置はサンプリング装‾芯,分析音詩

ノ女びデータ処増共石から構成されるプ

ロセス用の多成分膿性計である｡今山

朋ヲ邑したデータ処‡里装措(図5)は,従

来のプログラマに代わるものとしてマ

イクロコンピュータを内蔵L本体の制

御,ピーーク処理,i農度演算,ゼロ,ス

パンの｢1動校正,カラム劣化に伴うど

-ク位‾置麿化のl′1動作正など機能を砧

性化した｡操作は前面の専用キ",数

′fニキーを用いて設定,変更,モー¶ド迷

択が容易に行なえ,分析データはディ

スプレイ上に流路,成分識別とともに

図5 AN650形プロセスガスク

ロマトグラフ用データ処理装置

濃性仰が去小される｡)また,クロマト

グラフ,バーグうフ,ト レンドなどの

.言ヒム長.汁,l†りJ,ブりンタによる打川L,
卜付ニハ＼のデータ転j去ノ女び粍`～;i■処州,ア

ラーム表ホ,Ⅰ′l+.;今断機能などオプシ

ョンもピ!三1･:†で件能,機能放びj‾引付′王三が

人巾"にIrり_1二Lたり

マイクロコンピュータ内蔵高∫性

能クロマトグラフ

マイクロコンビュー一夕;別御の663-50

彬ガスクロマトグラフ(図6),638-50

形i:一丁i池波体クロマトグラフを1一亡成した.=,

いずれもデータ処J即幾能を内Jl哉L,1上

作､三右量結果をプリントアウトする｡

左件,二三_苗二条什は9帥顆まで.言山荘‖川巨

で,ワンタッチで呼び山し仙川するこ

とができる｡またマイクロコンピュー

タにより,663形ガスクロマトグラフで

はカラム小if比柑､検=一片謹,.i+t半:ト臼三人1Ⅰ

のfJlい空制御及び多f貨外if.】ミ_プログラムの

覆

図6 663-50形力'スクロマトグラフ
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図9 血三夜標本(メイ･ギム

ザ染色)の顕微鏡写真
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カメラ

高速形高解像度シンチレーション

ダーi㌢㌣
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書血

図7 712形血う夜自動分･析装置

制御をそfなう｡また,638形液体クロマ

トグラフでは逆波ポンプの流.呈制御,

3f容雌グラシエント,i充追プログラム

及び定圧プログラムの制御を行なう｡

データ処乃至部だけを単体でま とめた

834-30形データ処理装置も併せ1こ成し

た.､な才j,これら3機種は推作i去のiヒ

過化が1ソ1られている〔｡

医 療

712形血言夜自動分析装置

従来日立製作所の血液日動分析装置

としては,中小柄院向けに 706/706D

形が,大規格き病院･検すたセンタ向けに

716形があり,更に分析日出性の高い

726形を加えて,製一1‾71シリーズを完成

させていた｡Lかし,顧1存J肖が多様化

し,特に巾規車軸引完クラスの検体数,

100～200検体/Flに対して,706/706D

形よりも処押スピードが高く,かつ716/

726形よりもノ左価な中川慌仰の要望が

高まってきた｡

今山製品化した712形1れ池口勤分析

装置(図7)は,706/706D形の2†ご号(480

テスト/時)の処理スピMドをもつもの

である｡また乍＼川､引至りでむだのない分析

のできるよう,マイクロコンビュrタ

の機能アップにより､項H選択機能を

fiH川させた高機能作手も完成させた｡こ

の紡機椎を-一一連の裂-iJlシりl-ズ化の･い

にノ州えることにより,むに顧て存の選+ソ↓

の恥iをJょく した｡
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区】8 血;夜像自動分業頁装置

血言夜像自動分ヲ票装置

柄院の臨J右横す巨1ミで行なわれている

検イモ業務の中で､砧も人手と熟練を要

する検す更にrr【l_液條検イモがあるし〕二の検

すモは,血液寸柴本を抑微税下で観賀享L(図

8),Il血球のj‾l二瑞■6分類･韓′甘4系統

分類,赤血球の形態･り七色異′献 血′ト

似計数及び綱赤血三昧,汁数を子fなう もの

である｡

U立黎望作I叶では,パターン.乱識の技

祢fを広川Lてこれノブグ)lrll_球をⅠてi動的に

分析･請十致するシステムの研了巳を永年

行なってきたが,FI口和51年性からは日

本光学_I二業株⊥〔壬さ什と共Ii+して過商権

濃告医⇒寮触舵機汁三さ‾委.言亡開ヲ巨利性による

一変託研了Eを一三け,町川154fr二3Jj二の研

′たを成功一失に終J′L/二(図9)｡

検_す亡の‾t安部である白l｢】Lj求分粕に対

Lては,韓抹､りさ色などの標ヰこ作成時

での外乱の第三苧を姑小限に抑える適応

的ぷ生別論二理,順次.識別対範をr祉上シ上Lて

し､く統i汁的多段隅.識別ぷ正確などの朋党

を行ない,熟練した検_でモ技帥とトJ水準

の高い分業糾占性を実.呪Lたn

また,功川1l_球,姻赤1rll.j求などに対L

ても,距離変授を応什1†ノた処理手法を

開発し,lrl【_液條棟で亡今般の什軌化を実

.呪した｡
更に,検ナた油性に対しても,馬連ⅩY

ステージ什顕微量乱 丁こlさ+墟nlr【り求検亡H機

構,高速主項微衷削′l劫任一郎制札 高速∴

次元抑了條演算装吊などの開発により,

検寝技師の約10伐という高い処‡里能力

を実一呪Lた｡

これらのlれ液低山卓む.認.識技術の確立

により,二呪イl三自動化の遅れている形態

学的検イモ自動化の突破Uを開く ものと

巧▲えられ,例えば細胞冶,j炎色休など

へのJ心朋が其朋寺きれる｡一

高速形高解像度シンチレーショ

ンカメラ

臓/詩話の陣場や代謝機能疾患などの診

断の臼的で,体内に放射′1rl三同十1‡元素を

投与L,その分布像を撮影するものに

シンチレーショ ンカメラが広く用いら

れている｡史に,心臓などの垂仙てJな臓

器詩語断のために,放射性同位7亡素の多

足投与･による知略間坊主影も行なわれる

ようになり,その角牛像度の向上と同時

に請十数ヰ特別イトの向+二が強く要望される

ようになってきた｡

/ナ州開発された本装荷は,パルス帖

触縮回路などの技術開発により,従水

装置の†キ士主である解像度2m皿を低下さ

せることなく,貴之高計数率200k cpscり

世界一禄高の件能をもつシンチレーショ

ンカメラである｡

なお,本装置は,据付面相の縮i成や

操作性のl乙J_I一二のため外観構造を 一新L

た(図10)｡

リニア電子づ走査形超音波断層装置

超訂波断層装置は,Ⅹ線のようなl符

二吾がないこと,ナL体軟部組織の描写に

憤れていること,とし､うような大きな

特上主があって,Ⅹ線診断と並ぶ重要な
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図12 頭頸部用コンピュータ処‡里X線断層撮影装置

要求仕様A

ファイル情報定義

大形コンピュータシステム:

ミニコンピュータシステム

マイクロコンビゝ一夕システム

医事管理システム,

病歴管理システム

臨床検査システム,

薬品在庫管理システム

ドクターズオフィスシステム,

病棟システム,

薬局システム,

カルテ管理システム

図14 医療情報ネットワークシステム構成例

標準構造

ファイル体系

l
(ファイル入出力処理共通化)

ファイル管理プログラム

＼
/

個別顧客用

ファイル

A

【呵條診断一装帯である｡

今1‖‖凋発したリニア′在J′-ラ亡撫形超一汁

独断屑装置EUB-22(図1=は,ディジ

タルスキャンコンバータを内J歳し,従来

超一汗i妓断層装置♂)欠一たとされていた仲

條の1rりf二を1ズⅠるとともに,二l叶血静_ltニ

ノ像の1叫日寺表ホ,測二右条什やボディ位置

マークの表ホ,ビデオテー｢プレコー｢ダや

マルチイメージャの接デ統など,ノトまでに

なかった新機能を什力‖Lている｡,l勺糾,

外イ斗ノ女び産科婦人不斗領土或の‾■引】1脚iかJ〕

一一舟削‡目業医まで,広範】叫の詫言安屑にん打

じられる性能と機能を備えている｡

頭頸部用コンピュータ処王里X線

t断層撮影装置

脳乍巾や脳腫峻,頚部外侮など頗岩主

内部の疾患の誇断にはコンビュ【タ処

珊Ⅹ線断層〕滋影装置による検‾在がイこ山丁

欠であり,その利用が広まるにつれて

装置の高性能化がますます要求されて

きた｡本装置(図12)は,これらのニー

ズに対応して一対発したもので次の特士主

をもっている｡

(1)走査モ【ドが36秒,48秒,140秒と

3過りあり診断目的に応じて高速形,

高i巾円形の選択ができる｡)

(2)1Lulの走査で同時に2断層イ象が柑

られ,被検者の処坪能力が高い｡

(3)ガントリーの開[+径がJムく(直往

30cm),傾斜が‾叶能(±20度)であり,

しかもマイクロコンピュータ丁別御によ

る断層面の日動設二左など,操作性が格

上貨に似れている｡

′巧メータ(処理条件)
記 述

モジュール選択･追加

†
(情報受け渡し手順統一)

業務処理条件テーブル

業務処理ソフトウエア

モジュール群

図13 臨床検査標準ソフトウェア体系概念図

(4)豊乍こすな画條解析プログラムを1勺蔵

している｡

などである｡

臨床検査標準ソフトウェア体系

"HILAS-FLEST”

従米,臨J木椀イモシステムでは,個別

的なソフトウェア′一卜産に伴う′卜産什と

手広脹件が問題とされてきた｡これらの

問題に対処して,臨り七検ニナ亡標準ソフト

ウェア体系いHILAS-FLEST”(Hitachi

Laboratory Automation System-

Flexible Software Structure)を開

発した｡

本体系ほ,臨†末検稚‾業務の精碑､な分

析に湛づくファイル管理をLトL､とした

モジュール帖造をもち,拡敗作と来秋

件を考慮Lたファイル体系とファイル

管珊システム,装荷処理条∩ニテーブル

と処f!旦モジュール群から成る(図13)｡

`､HILAS-FLEST''は,テーブル参照

形ソフトウェア制御により,怖道上の

統一
-を図ることにより仕様密封を芥易

にしたもので,顧客ごとにi言上述される

業務処チ里条件テーブルと,対応する処

ヽl

′
個別業務プログラムA

増モジュールの選択,迫力‖により,州

別システムを開発することができる｡

医療一倍幸艮ネットワークシステム

"HOSPINET”

個々のコンビュー｢タンステムをr′1tl一

に接続,統††できるマイクロコンヒュ

一夕ネットワーークをん仁川し,柄ド;こ内で

の分散形医療一帖報処J理システムーーHOS

PINET､'(HospitalInformation Net-

work System)を閲ヲ己した(図14)｡

二のシステムの午､1三上主は,大形コンビ

ュー一夕から ミニコンビュータ,マイク

ロコンピュータに1ミる大′卜すべてのl束

噛至応用コンピュータシステムに才妥結が

可能であり,既占貨システムの純′ナ化,

システム規帖紙上主への対処,柄院1‾勺配

線の簡素化,興′～抑寺の機能′ト7f二率グ)lrり

_1二など,機能的にも純j韮的にもゃ人環
】境に過fナLたシステムを比供できる山

にある｡二二で片卜､るネ･ソトワークは,

多市松でナループ化‾叶能な拡舶件に似れ

た‾方式を托用し,山越fヱミ送(スルー,過

イ‾i言ん■∫〔)の′実現を図った新規技術朋党

の戊米である｡
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